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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成28年6月30日(2016.6.30)

【公開番号】特開2015-111590(P2015-111590A)
【公開日】平成27年6月18日(2015.6.18)
【年通号数】公開・登録公報2015-039
【出願番号】特願2015-22084(P2015-22084)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｒ  13/713    (2006.01)
   Ｈ０１Ｒ  13/639    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｒ   13/713    　　　　
   Ｈ０１Ｒ   13/639    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成28年5月12日(2016.5.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パターン電極部モジュールと、ピン端子部モジュールと、からなるマグネチックコネク
タモジュールであって、
　前記パターン電極部モジュールは、同心円状のパターン電極と、パターン電極部マグネ
ットと、パターン電極部コネクタと、を含み、
　前記ピン端子部モジュールは、複数のピン端子と、ピン端子部マグネットと、ピン端子
部コネクタと、を含み、
　前記パターン電極部マグネットと前記ピン端子部マグネットが磁気的に結合することで
前記パターン電極と前記複数のピン端子を接触させ、
　前記複数のピン端子は、電力端子ＶＣＣと、接地電力端子ＧＮＤと、信号端子Ｓと、を
含み、
　前記パターン電極のうち接地電力端子ＧＮＤに接触する電極と、信号端子Ｓに接触する
電極と、は電気的に短絡されており、
　接地電力端子ＧＮＤと信号端子Ｓが電気的に短絡状態のときにのみ電力端子ＶＣＣに電
力供給を許容する電力供給遮断回路がピン端子部モジュールに含まれ、
　前記複数のピン端子は、データ端子Ｄ＋と、データ端子Ｄ－と、をさらに含み、
　前記ピン端子部モジュールは、データ端子Ｄ＋またはデータ端子Ｄ－の電圧が所定基準
電圧以上の場合に、データ端子Ｄ＋およびデータ端子Ｄ－へのデータ出力を中断させる回
路をさらに含むことを特徴とする、電力供給遮断回路を備えたマグネチックコネクタモジ
ュール。
【請求項２】
　前記ピン端子部モジュールは、データ端子Ｄ＋の電圧が所定電圧以上の場合に、データ
端子Ｄ＋へのデータ出力を中断させ、データ端子Ｄ－の電圧が所定基準電圧以上の場合に
、データ端子Ｄ－へのデータ出力を中断させる回路をさらに含むことを特徴とする、請求
項１に記載の電力供給遮断回路を備えたマグネチックコネクタモジュール。
【請求項３】
　前記パターン電極のうち接地電力端子ＧＮＤに接触する電極と、信号端子Ｓに接触する
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電極と、は一体に形成され、リング状であることを特徴とする、請求項１に記載の電力供
給遮断回路を備えたマグネチックコネクタモジュール。
【請求項４】
　前記ピン端子は、ピン端子部モジュールに内蔵された板ばねの一部が孔を介して突出し
た形態であることを特徴とする、請求項１に記載の電力供給遮断回路を備えたマグネチッ
クコネクタモジュール。
【請求項５】
　前記ピン端子は、ピン端子部モジュールに内蔵された線形ばねの一部が孔を介して突出
した形態であることを特徴とする、請求項１に記載の電力供給遮断回路を備えたマグネチ
ックコネクタモジュール。
【請求項６】
　前記パターン電極部マグネットは前記パターン電極の内側に内蔵され、前記ピン端子部
マグネットは前記ピン端子の内側に内蔵されることを特徴とする、請求項１に記載の電力
供給遮断回路を備えたマグネチックコネクタモジュール。
【請求項７】
　前記パターン電極部マグネットは、前記パターン電極の周辺に前記パターン電極の中心
から同一距離に同一角度の間隔で配置され、前記ピン端子部マグネットは、前記ピン端子
の周辺に前記ピン端子の中心から同一距離に同一角度の間隔で配置されることを特徴とす
る、請求項１に記載の電力供給遮断回路を備えたマグネチックコネクタモジュール。
【請求項８】
　前記パターン電極部マグネットは、前記パターン電極の内側に内蔵される第１マグネッ
トと、前記パターン電極の周辺に前記パターン電極の中心から同一距離に同一角度の間隔
で配置される第３マグネットと、を含み、
　前記ピン端子部マグネットは、前記ピン端子の内側に内蔵される第２マグネットと、前
記ピン端子の周辺に前記ピン端子の中心から同一距離に同一角度の間隔で配置される第４
マグネットと、を含み、
　第１マグネットは第２マグネットと磁気的に結合し、第３マグネットは第４マグネット
と磁気的に結合することで前記パターン電極と前記複数のピン端子を接触させることを特
徴とする、請求項１に記載の電力供給遮断回路を備えたマグネチックコネクタモジュール
。
【請求項９】
　前記ピン端子部コネクタはＵＳＢコネクタであることを特徴とする、請求項１に記載の
電力供給遮断回路を備えたマグネチックコネクタモジュール。
【請求項１０】
　パターン電極部モジュールと、ピン端子部モジュールと、からなるマグネチックコネク
タモジュールであって、
　前記パターン電極部モジュールは、同心円状のパターン電極と、パターン電極部マグネ
ットと、パターン電極部コネクタと、を含み、
　前記ピン端子部モジュールは、複数のピン端子と、ピン端子部マグネットと、ピン端子
部コネクタと、を含み、
　前記パターン電極部マグネットと前記ピン端子部マグネットが磁気的に結合することで
前記パターン電極と前記複数のピン端子を接触させ、
　前記複数のピン端子は、電力端子ＶＣＣと、接地電力端子ＧＮＤと、信号端子Ｓと、を
含み、
　接地電力端子ＧＮＤと信号端子Ｓが対応する電極と正確に接触するときにのみ電力端子
ＶＣＣに電力供給を許容する電力供給遮断回路がピン端子部モジュールに含まれることを
特徴とする、電力供給遮断回路を備えたマグネチックコネクタモジュール。
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